③
岡山芸術創造劇場　避難誘導灯消灯承認申請書
[bookmark: _Hlk142550330]
	申請日
	年　　月　　日

	受付番号
(劇場記入欄)
	


岡山芸術創造劇場　指定管理者　様

	[bookmark: _Hlk143609455]申請者 
(主催者)
	氏名(団体名)
	

	
	連絡先（電話番号）
	



下記のとおり誘導灯の消灯をしたいので、よろしくお取り計らい願います。
誘導灯消灯時には、ホールの指示に従い、より一層観客の安全確保に留意します。
万が一、観客等の転倒等の事故が発生した場合には、一切の責任を申請者が負うこととします。

	催物名
	

	使用施設
	☐　大劇場　　　　☐　中劇場　　　　☐　小劇場　　　☐　その他（　　　　　　　　）

	誘導灯消灯日時
※全てご記入ください
	年　　　月　　　日（　　　）　　　時　　　分　～　　　時　　　分

年　　　月　　　日（　　　）　　　時　　　分　～　　　時　　　分

	消灯理由
	

	消灯時の観客の
出入口及び同所
の誘導員の数
	

	消灯に関する
責任者
	



＜ 承認公演 ＞
消防法上、誘導灯を消灯できるのは、上演中の誘導灯の点灯が鑑賞効果を阻害する場合で、特に暗さが必要とされる場合に限られます。よって演出効果上等、必然的と判断された場合のみ承認します。

＜ 承認の内容 ＞
①誘導灯の消灯は、開演中のみであり、開演前、休憩中及び終演後等、観客が自由に行動できる時間は点灯しておくこと。
②客席照明と連動させること。(客席照明を消灯した場合のみ避難口誘導灯が自動消灯する。）
③客席誘導灯(足下灯)は消灯できないこと。

＜ 非常時の処置 ＞
火災時は、自動火災報知機と連動して強制点灯しますが、それ以外の非常事態が発生した場合は、直ちに強制点灯スイッチにより即時点灯します。
	[劇場使用欄] 
	判定
	□　承認　　□　不承認
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